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近年、地球温暖化が深刻な環境問題となっており、

私たち人類が過剰に排出した二酸化炭素などの温室

効果ガスにより、大気と海洋の温度が年々上昇していま

す。 地球温暖化から生じる異常気象も多発しており、将

来に向けて有効な対策や技術を開発していかなければ

なりません。まず、私たちにできるのは、化石エネルギーに

依存した現在の社会から脱却し、「低炭素社会づくり」

を進めることにあります。現在、大気中の二酸化炭素濃

度は約380ppmであり、これ以上増加させないようにす

ることが重要です。太陽エネルギーや風力発電などの再

生可能エネルギーを早急に開発して、二酸化炭素の排

出抑制を目指すことが必要です。 

しかしながら、発展途上国を中心として化石燃料を使

用した経済発展を優先するために、二酸化炭素排出抑

制の取り組みがあまりなされない事態も想定されます。

つまり、地球温暖化問題は地域的な問題ではなく、グロ

ーバルな問題であるため、地球全体で「低炭素社会」が

すぐに構築されるのは非常に難しく、今後も当面大気中

の二酸化炭素濃度が増加していくと予想する研究者も

います。したがって、工場などから大気中に放出される二

酸化炭素を分離回収し、変換または固定化する技術の

研究開発も極めて重要であると考えられています。 

現在、研究室で取り組んでいる二酸化炭素の変換

技術は、「光」がポイントになっています。一つ目の方法

として、電気エネルギーを用いて（電気化学的に）二酸

化炭素を還元し、ギ酸、一酸化炭素、エチレン、メタンな

どの産業において利用できる化学物質に変換しています。

ここで用いる電気エネルギーは、化石燃料による火力発

電から得ていては意味をなしません。そこで、「光」を利

用する太陽電池からの電気エネルギーもしくは夜間の

余剰電力を想定しています。 

二つ目の「光」を利用する変換技術は、半導体粉末

を用いた光触媒変換法です。半導体光触媒にある波

長の光を照射すると、半導体表面上に電子とホールが

生成します。生成した電子を利用して二酸化炭素を還

元し、電気化学的変換法と同じように有用な化学物質

に変換しています。将来的には、太陽光を用いて二酸

化炭素を変換できるように研究を進めています。 

二酸化炭素の問題に関して、化石燃料の急激な消

費と地球温暖化との相関関係は、ほぼ間違いないと思

われていますが、必ずしも科学的に明らかになったわけで

はありません。しかしながら、ここで確実に言えることは、も

し化石燃料の消費が地球温暖化の原因になっている

なら、それが明らかになった時点で対策を施しても手遅れ

になるであろうとの予測です。私たちは最悪の事態を考

えて、今からこの問題に真剣に取り組んでいく必要があ

ると思います。 
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　二酸化炭素は、地球温暖化の原因とされる温室効果ガスの1つです。 
この二酸化炭素を燃料・原料に変換する技術の開発に取り組んでいます。 

図1:太陽電池を利用した二酸化炭素の電気化学的還元システム 
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